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■
協
議
事
項 

                              

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
56
号
で
は
、
令
和

３
年
度
第
３
回
、
第
４
回
地
域
協
議
会
、
高

遠
町
総
合
支
所
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

令
和
３
年
１１
月
９
日
（火
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

   

●
委
員
か
ら
の
提
案 

◆
「
板
山
地
籍
に
設
置
さ
れ
た
看
板
」
に

関
わ
る
件
に
つ
い
て 

令
和
３
年
６
月
頃
、
板
山
地
籍
の
小
豆
坂
道

路
に
設
置
さ
れ
た
看
板
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
質

問
、
提
案
が
提
出
さ
れ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

看
板
の
内
容
は
、
入
笠
山
方
面
の
道
路
は
未
舗

装
の
た
め
悪
路
と
な
り
、
千
代
田
湖
経
由
で
行

く
こ
と
を
勧
め
る
こ
と
と
、
携
帯
電
話
が
通
話

圏
外
と
な
る
こ
と
を
ま
と
め
、
一
般
社
団
法
人

伊
那
市
観
光
協
会
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。
入

笠
山
の
今
後
の
道
路
整
備
や
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
各
担
当
課
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
高

遠
商
工
観
光
課
か
ら
、
伊
那
市
、
富
士
見
町
、

旅
館
組
合
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
で
組
織
す
る
入
笠
山

観
光
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
入
笠
山
の
自
然

環
境
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
ほ
か
、
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
観
光
利
用
や
森
林
資
源
の
搬
出
等
に
利

用
さ
れ
る
千
代
田
湖
経
由
の
ル
ー
ト
を
計
画
的

に
整
備
し
て
お
り
、
三
義
経
由
の
ル
ー
ト
の
市
道

入
笠
線
は
落
石
や
崩
落
等
が
あ
る
場
合
に
、
随

時
修
繕
を
主
体
に
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
舗

装
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
も
あ
り
、
現
在
予
定
は
な
い
旨
の
回
答
が
、

農
林
建
設
課
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務

課
か
ら
は
、
携
帯
電
話
基
地
局
の
設
置
に
関
し

て
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
が
行
う
も
の
で
あ
り
、

市
が
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
市
で
は
、
基
地
局
設
置
事
業
者
に

対
し
て
、
携
帯
電
話
基
地
局
設
置
に
関
し
、
地

域
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
及
び
周
知
に
配

慮
い
た
だ
く
よ
う
書
面
で
依
頼
を
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
過
去
に
事
業
者
と
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
関

係
す
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
担
当
課
の
回
答
を
受
け
て
、
委
員
か
ら
、

昔
か
ら
あ
る
三
義
か
ら
の
ル
ー
ト
も
今
ま
で
以

上
に
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 ●
高
遠
町
地
域
協
議
会
委
員
構
成
に
つ
い

て 

現
在
の
委
員
は
令
和
４
年
３
月
で
２
年
の
任

期
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
委
員
の
選
出

の
時
期
に
合
わ
せ
て
委
員
構
成
を
見
直
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
次
期
地
域
協
議
会
委
員
構
成
に

つ
い
て
、
意
見
が
あ
る
場
合
は
事
務
局
へ
提
出
し
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

令
和
３
年
１２
月
１６
日
（木
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

   

◆
公
共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い
て 

現
在
藤
沢
線
は
、
平
日
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

関
東
の
自
主
運
行
便
（
上
り
３
便
、
下
り
２
便
）

に
加
え
、
伊
那
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
が
、 

令
和
３
年
度 

第
４
回
地
域
協
議
会 

令
和
３
年
度 

第
３
回
地
域
協
議
会 

令和４年１月発行 第５６号 
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平
日
、
土
・
日
・祝
日
と
も
に
上
り
２
便
、
下
り
２
便
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
藤
沢
線
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ

ス
関
東
か
ら
、
令
和
４
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
自
主
運
行

便
を
廃
止
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
令
和
４
年
度
の
運
行
案
と
し
て
、
平
日
は
、

交
通
協
議
会
が
現
状
の
運
行
内
容
を
維
持
す
る
一
方
で
、

利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
土
・
日
・
祝
日
便
の
運
行
は

継
続
が
困
難
な
た
め
、
廃
止
と
し
ま
す
。
ま
た
、
藤
沢
線

全
体
を
交
通
協
議
会
が
運
行
す
る
形
と
な
り
、
運
賃
の

上
限
を
310
円
に
変
更
し
ま
す
。 

三
義
・
長
谷
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
み
、
一
般

利
用
も
可
能
な
ス
ク
ー
ル
便
３
便
に
加
え
て
交
通
協
議

会
が
１
便
を
、
ま
た
、
主
に
部
活
動
後
の
中
学
生
の
下
校

に
対
応
す
る
た
め
の
予
約
制
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
運
行
案
と
し
て
、
現
在
も
小
中
学
生

の
通
学
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
通

学
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
ま
た
は
ス
ク
ー
ル

タ
ク
シ
ー
へ
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
運
行
案
に
つ
い
て
各
地

区
へ
説
明
に
入
り
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
伊
那
市
地
域
公

共
交
通
協
議
会
で
運
行
内

容
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

     

◆
高
遠
城
下
町
観
光
案
内
拠
点
整
備
事
業
の
概
要

に
つ
い
て 

 

花
や
歴
史
、
石
仏
の
案
内
が
休
日
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
観
光
案
内
所
を
設
置
し
ま
す
。
場
所
は
西
高

遠
仲
町
の
旧
Ｊ
Ａ
上
伊
那
高
遠
支
所
。
１
階
に
は
、
一
般

社
団
法
人
伊
那
市
観
光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所
、
一

般
社
団
法
人
高
遠
石
工
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
高
遠
石

工
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
２
階
に
は
伊
那
市
商
工
会
事
務

所
が
入
る
予
定
で
す
。
令
和
４
年
４
月
１
日
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
の
予
定
で
す
が
、
伊
那
市
商
工
会
事
務
所
は
、
準

備
や
条
件
が
整
い
次
第
移
転
し
ま
す
。
町
の
中
心
に
観

光
案
内
所
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
が

町
な
か
を
歩
い
た
り
、
店

に
立
ち
寄
っ
た
り
と
新

し
い
人
の
流
れ
が
生
ま

れ
る
施
設
に
な
る
よ
う

に
、
ま
た
商
工
会
事
務

所
を
併
設
す
る
こ
と
で
、

商
工
業
と
観
光
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

◆
次
期
高
遠
町
地
域
協
議
会
委
員
構
成
に
つ
い
て 

 

来
年
度
の
改
選
に
伴
う
委
員
選
出
団
体
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
先
月
の
地
域
協
議
会
で
意
見
を
募
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
委
員
か
ら
特
段
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
次
期
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
現
行
と
同
様

の
団
体
に
依
頼
を
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

１２
月
下
旬
に
各
団
体
へ
委
員
推
薦
依
頼
通
知
を
発

送
し
、
一
般
公
募
委
員
の
募
集
案
内
を
市
報
１
月
号
と

同
送
で
全
戸
へ
配
布
し
ま
し
た
。
団
体
推
薦
、
一
般
公
募

委
員
と
も
、
書
類
提
出
締
切
は
２
月
２８
日
（月
）で
す
。 

 

  

  

令
和
３
年
１２
月
１６
日
（木
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

令
和
４
年
度
分
事
業
に
つ
い
て
選
考
・
審
査
が
行
わ
れ
、

１
事
業
が
採
択
内
定
と
な
り
ま
し
た
。 

採
択
内
定 

〇
三
義
地
域
お
こ
し
の
会 

事
業
名 

「
三
義
地
区
の
歴
史
・
文
化
の
保
存
伝
承
に

よ
る
地
域
お
こ
し
３
」 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

高
遠
町
地
域
協
議
会
で
は
、
２０
名
の
委
員
の
皆
さ
ん

が
地
域
全
体
に
関
係
す
る
課
題
を
協
議
し
、
地
域
資
源

や
特
色
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
協
議
会
へ
の
意
見
・要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

協
議
会
委
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
編
集
発
行 

高
遠
町
地
域
協
議
会
事
務
局 

（
伊
那
市
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
内
） 

■
電 

話 

94
―
２
５
５
１ 

 

■
Ｆ

Ａ

Ｘ 

94
―
３
６
９
７ 

■
Ｅ
メ
ー
ル 

t-sou
@inacit

y.jp

第
１
回 

伊
那
市
高
遠
町 

ふ
る
さ
と
創
生
活
動
選
考
委
員
会 

mailto:t-sou@inacity.jp
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 高遠町総合支所庁舎建設検討委員会が令和３年１２月１６日に開かれ、新庁舎の建設位置につい

て検討しましたので、その結果についてお知らせします。 

 

１．建設位置の検討 

  伊那市から令和３年２月に示された総合支所庁舎建替えに向けた基本方針では、「高遠町総

合支所庁舎の建替え位置は、高遠町文化センター敷地内とする。」とされていました。 

   このことから、支所庁舎建設検討委員会では、文化センター敷地内から次の３地点を候補地

として、メリット、デメリットを検証し、建設位置の検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ サブヘッドエンド：伊那ケーブルテレビの装置 

２．建設規模等の想定 

   市の基本方針では、 

   ・現状の組織体制を基本とする。 

   ・高遠町公民館は「やますそ」へ、観光案内所は別に設置する。 

   とされていることから、建設規模を、平屋建て 800㎡程度と想定しました。 

（800㎡は、大きさをイメージするためのもので、決定されたものではありません。） 

   Ａ案、Ｃ案については、９０度向きを変えることも考えられます。 

 

３．メリット、デメリット 

   次ページのとおりです。 

 

４．検討結果 

   駐車場が減ることに心配の声がありましたが、Ａ案が適地であるとの意見がほとんどだった

ため、会の結論として建設位置をＡ案とすることに決定しました。また、この結論について、

駐車場の懸念を解消するために９０度向きを変えることも含めて検討していくよう付記した

要望書を、市長へ提出する予定です。 

 

５．その他 

   規模等については、スケジュールに沿って、今後検討していきます。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

サブヘッドエンド 

県防災無線施設 
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メリット、デメリット 

 メリット デメリット 

Ａ
案 

・駐車場からフラットで出入りできる。 

・造成工事はほぼ不要となる。 

・池、岩石園をそのまま残して利用でき

る。 

・畑とハウス（２棟）を移転または撤去する必要

がある。 

・駐車場の駐車台数は３分の１程度減少する。 

（旧庁舎跡地は駐車場（35 台程度）を整備する

予定。） 

・建設位置を西へ寄せる場合、県防災無線施設を

移転する必要がある。 

Ｂ
案 

・駐車場をほぼ現状どおり利用できる。 

・未利用地を有効活用できる。 

・既存の公共施設と隣接することにより

建物の集約化が図れる。 

・池、岩石園がなくなり、散策はできなくなる。 

・閉町記念碑等を移転する必要がある。 

（記念碑等は東屋付近への移転が考えられる。） 

・高低差があるため造成工事及び工事期間を要す

る。 

・駐車場との段差が生じる。 

・サブヘッドエンドは避ける必要がある。 

（サブヘッドエンドの移転には高額な費用を要

する。） 

Ｃ
案 

・池、岩石園をそのまま残して利用でき

る。 

・既存の公共施設と隣接することにより

建物の集約化が図れる。 

 

・駐車場から文化センターへ行くのに不便とな

る。 

（新たに駐車場からの通路の確保を要する。） 

・公衆トイレ、東屋等を移転又撤去する必要があ

る。 

（東屋等は岩石園付近への移転が考えられる。） 

・高低差があるため造成工事及び工事期間を要す

る。 

・駐車場との段差が生じる。 

・駐車場の駐車台数は 10台ほど減少する。 

（旧庁舎跡地は駐車場（35 台程度）を整備する

予定。） 

 

６．建設スケジュール 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備考 

旧庁舎取り壊し 設計 解体    

旧庁舎跡地利用 設計 工事    

新庁舎建設 

 設計 本体工事  Ａ案 

造成工事  Ｂ案、Ｃ案 

進入路 設計 改良工事    

 

本体工事 
オープン 

オープン 


